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名誉教授平田光弘主要著作目録

1著杳

グーテンベルクの経営経済学　森山書店　1971年12月

わが国株式会社の支配　千倉杳房　1982年12月

I1共編著審

企業活動の理論と歴史　千倉審房　1982年5月

皿1共著書

企業管理の基礎理論　東洋経済新報社　1971年12月

企業管理論の基本問題　千倉書房　1981年11月

現代経営学の基本課題　文真堂　1993年6月

経済統計にみる企業情報化の構図　宮士通ブックス　1996年5月

IV　共訳警

シュマーレンパッハ炎の生涯W・コルデス編

　1990年10月

M・クルーク他著 有斐閣

V　論文

（日本語）

グーテンベルク経営学の一考察　明治学院論叢　第80・81合併号　1963年6月

グーテンベルク企業管理論の一考察　明治学院論叢　第92号　1964年8月

グーテンペルク経営経済学の基本的特質（1）（2）　明治学院論叢　第108・109合
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（180）　　一橋論叢　第120巻　第5号　平成10年（1998年）11月号

　併号　1966年2月　第113号　1966年3月
ヴエー工経営経済学の特質とその批判　明治学島論叢・研究年報（経済学特輯1）

　1966年3月

ハイネン費用理論の方法論的一考察　渡辺実先生・谷山整三先生還暦記念論文集・

　現代商学の諸問題　明治学院大学経済学会　1968年3月

概念形成の方法と「費用概念」：ハイネンの所論を中心として　明治学院論叢・研

　究年報（経済学特輯3）1968年3月

企業とその指導原理：グーテンペルクの所論を中心として　明治学院論叢　第171

　号1970年11月

初期グーテンベルク経営経済学の特質　明治学院論叢　第179号　1971年3月

結合法則としての収益法則：グーテンベルクの所説を中心として　藻利重隆先生還

　暦記念論文集・企業管理の基礎理論　東洋経済新報社　1971年12月

グーテンペルク経営経済学にいわゆる理論の意味　明治学院論叢　第189号　1972

　年3月

西ドイツ鉱工業企業の投資行動：グーテンベルクによる実態調査（1954～1956）を

　中心として　ビジネスレピュー　第20巻第4号1973年3月

西ドイツ鉱工業企業の投資財務と投資計算1グーテンベルクによる実態調査（1954

　～1956）を中心として　ピジネスレビュー　第21巻第4号　1974年3月

企業の投資決定に関するグーテンペルク説の研究：西ドイツ企業の実証研究　目本

　経営学会編　（経営学論集第44集）・経営国際化の諸問題　1974年10月

経営者支配の存在と意味1ラーナーの所論を巾心として　ビジネスレピュー　第

　22巻第3号　1975年3月

巨大会社における家族支配1バーチの所論を中心として　一橋論叢　第74巻第1

　号1975年．7月

わが国自動車産業における株式所有の変遷：日産自動車株式会社（1933～1946年）

　ピジネスレピュー第23巻第3号1975年12月

先学の実証研究にみるわが国企業の支配構造に関する実証方法　ビジネスレビュー

　第24巻第1号　1976年6月

わが国自動車製造業に刊ナる株式所有の変遷：トヨタ自動車工業株式会社（1937～

　1975年）ピジネスレビゴ第24巻竿2号1976年9月
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　　　　　　　　　　　名誉教授平因光弘主要著作目録　　　　　　　　　（181）

企業の大規模化と株式所有の分散1わが国製薬企業の実証分析　ビジネスレピュー

　第25巻第2号1977年9月

企業の大規模化と株式所有の分散：わが国先学の実証研究の検討　一橋論叢　第

　78巻第4号　1977年10月

企業の大規模化と株式所有の分散1わが国鉄鋼企業の実証分析　ビジネスレビュー

　第26巻第1号　1978年6月

戦後わが国の公表経営指標にみる利益関連指標　ビジネスレビュー　第27巻第1

　号1979年6月

わが国株主総会出席株主の実態1r株主総会白書』を中心として　一橋論叢　第82

　巻第5号　1979年11月

わが国大株主懇談会の実態1r株主総会白書』を中心として　ビジネスレビュー

　第28巻第1号1980年6月

わが国の公表経営指標　一橋大学研究年報・商学研究22　1980年6月

わが国の公表経営指標にみる収益性指標　一橋大学産業経営研究所編（共同研究

　8）・わが国企業の利潤率に関する研究　1981年3月

わが国常殊株主の実態　ビジネスレビュー　第29巻第1号　1981年6月

大企業の経営者：藻利重隆教授の所論を中心として　藻利重隆先生古希記念論文

　集・企業管理諦の基本問題　千倉杳房　1981年11月

わが国委任状勧誘の実態：『株主総会白書』を中心として　ピジネスレビュー　第

　29巻第4号　1982年3月

わが国上場企業の株主総会と企業支配　一橋論叢　第87巻第3号　1982年3月

企業活動と企業支配　藤津清治先生退官記念論文集　企業活動の理論と歴史　千倉

　書房　1982年5月

わが国の株主総会・大株主懇談会・特殊株主と会社支配　日本経営学会編（経営学

　論集第52集）・現代企業の諸問題　1982年9月

わが国の企業・株圭総会・総会屋　一橋論叢　第89巻第2号　1983年2月

わが国の株主総会・大株主懇談会・特殊株主と企業支配：『わが国の株主総会に関

　する調査』を中心として　一橋大学研究年報・商学研究24　1983年3月

日本企業の経営理念と経営者　ピジネスレピュー　第30巻第3・4号　1983年3

　月
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（182）　　　一橋論叢　第120巻　第5号　平成10年（1998年）11月号

わが国企業の経営理念　経営教育　1983年9月号　1983年9月

経営学からみたわが国の株主総会　商事法務　第977号　1983年10月

1日・新商法下の株室総会と企業支配　一橋論叢　第91巻第1号　1984年1月

新商法下の株主総会と企業支配　一橋論叢　第91巻第5号　1984年5月

わが国企業の株主総会と支配　日本経営学会編（経営学論集第54集）・現代企業の

　所有と支配　1984年9月

改正商法下の株主総会とその活性化　一橋論叢　第96巻第4号　1986年10月

わが国の株主総会を考える　監査役　第229号　1987年3月

欧州自動車産業のグローパリゼーション　ビジネスレビュー　第34巻第4号

　1987年3月

オイゲン・シュマーレンバッハ1その人問・教師像　一橋大学研究年報・商学研究

　271987年4月

欧州自動車メーカーの国際化戦略と世界化　機械輸出　第36巻第1号　1988年1

　月

円高景気と日本企業　ぺ一パーピジネスレビュー　第734号　1989年1月

EC市場統合と日欧白動車産業　機械輸出　第37巻第2号　1989年2月

EC市場統合と目本企業の対応　商学論究　第36巻第4号　1989年3月

東西両独合併と大欧州統含へ構想拡張　ぺ一パーピジネスレビュー　第801号

　1990年7月

EC市場統合と日本企業　一橋論叢　第102巻第5号　1989年11月

EC市場統合と日欧米企業の対応　ビジネスレビュー　第38巻第2号　1990年11

　月

戦後目本企業における経営の変化を論ず　ぺ一パービジネスレビュー　第841号

　1991年6月

EC統合と日本企業の対応　一橋大学研究年報・商学研究311992年1月

EC統合の現状と日本企業の課題　中村瑞穂教授還暦記念論文集・現代経営学の基

　本課題　文真堂　1993年5月

日本の取締役会1その法的・経営的分析　一橋論叢　第114巻第5号　1995年11

　月

中国の市場経済移行におけるコーポレート・ガバナンス（李維安との共著）一橋
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　論叢　第115巻第5号　1996年5月

中国・市場経済移行期の企業統治制度1中国の改革モデルを中心として（李維安と

　の共著）世界経済評論　第40巻第5号　1996年5月

企業の憎報化と企業経営　溝口敏行他編・経済統計にみる企業情報化の構図　窟士

　通ブックス　1996年5月

ドイツ企業の対中投資戦略（蓑飛宇との共著）　一橋論叢　第116巻第5号　1996

　年11月

中国国有企業改革におけるM＆Aと法人持ち株1企業外部統治制度の構築（李維

　安との共著）　一橋論叢　第117巻第5号　1997年5月

EUにおけるイノベーションの研究と政策　ビジネスレピュー　第45巻第1号

　1997年6月

日独企業の対中投資戦略（童飛宇との共著）一橋大学イノベーション研究センタ

　ー・ワーキングベーパーNo．97－121997年9月

日中企業の統治問題：新しい動きをめぐって（李維安との共著）一橋大学イノベ

　ーシヨン研究センター・ワーキングペーパー　N』．97－13　1997年10月

ドイツの研究・科学技術政策と科学技術カ　ビジネスレビュー　第45巻第4号

　1998年3月

（麦語）

Changes　in　Shareownership　in　Japaoese　Automotive　Industry：Toyota　Mo－

　tor　Co．，Ltd．and　Nissan　Motor　Co．，Ltd．〃伽s肋o∫〃∫o〃川α’o／Co閉榊rc召

　απdルーα〃αg召閉伽エVo1．12No．1　June1977

Realities　of　Genera1Meetings　of　Shareholders　in　Japan朋刎s肋α∫〃∫o〃閉α1

　○アCo刎榊θκ2αηdルーα冊αg2閉2刎Vo1．16No．1　0ctober1981

Intemationalization　Strategy　and　G1obalization　of　European　Carmakers”わ’

　∫肋ω肋ヵ刎閉〃oヅCo〃伽2γcθα刎d〃口”四gε刎2〃Vol．23No．1　December1988

Japanese　Corporate　Responses　to　EC　Market　UniOcation朋刎∫泌α∫〃∫o〃ηα1

　○チCo閉刎2rc2α肋〃口η”g2㎜2〃Vol．25No．1　December1990

Changes　in　Management　in　Postwar　Japanese　Companies1the　Source　of　Stren－

　gth　Occasiona1Papers　No．75East　Asian　Institute　Freie　Universitat　Berlin

　1992
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(184) -i~;~"~l~~ ~~ 120 ~~ ~~ 5~- ~p,~~ 10 LP (1998LF) 11 ~~" 

Japanese Overseas Investment in Recent Years and Corporate Responses to 

the Single EC Market Hitotsubashi Journal of Commerce and Management 

Vol. 28 No. I December 1993 

Technological Innovation and Performance Pressures in Europe and Japan 

(in collaboration with Andrew Tylecote) Hitotsubashi Journal of Commerce 

and Management Vol. 28 No, I December 1993 

Japanese Overseas Investment in Recent Years and Corporate Responses to 

the Single EC Market Park. Tae-Kyu and Roy K. Wilkinson eds. Industrial 

Policy in Kcrea and The EU Yonsei University 1995 

( F~ 'y~~~~'-"-*) 

Einfluss und Bedeutung von Gutenbergs Arbeiten in Japan Zeitschrtftfur Bet-

riebswirtschaft 55Jg. Heft 12 Dezember 1985 

Reaktion japanischer Unternehmen auf den europaischen Binnenmarkt Die 

Betriebswirtschaft 51 Mai ･ Juni 1991 

Die japanische torishimariyaku-kai : Eine rechtliche und betriebswirtschaftli-

che Analyse Hitotsubashi Journal of Commerce and Mauagement Vol. 30 No. 

1 Dezember 1995 

Die japanische torishimariyaku-kai : Eine rechtliche und betriebswirtschaftli-

che Analyse Zeitschriftfur Betriebswirtschaft Erganzungsheft 3 1996 

Die Wirkung der Theorie der Unternehmung von Gutenberg in der japan-

ischen Betriebswirtschaftslehre Dezember 1997 Paper presented to the " Wis-

senschaftliche Tagung der Erich Gutenberg-Arbeitsgemeinschaft Kdln e. V. anl-

dsslich des 100. Geburtstages Erich Gutenbergs" held on 12. and 13. Decem-

ber 1997 in Kdln 

( ~l ~~l~f) 

･A j~~~ ~~~J~~~A~l~~~~ ~Tr?t~~~~~~~f~~: (+~l) 1995~p~~6~J [~ ~~;A~]~:~: : * 
7~ 

VI ~f~~,~~~:~1~~~~:* (~C~1~~~~+-~~f~t~~~~S~~:} l;~) 

~ ~~~l~~~l~:Aji~~~a)~I~;~ft~~~R~ ~ii~~~f~ (1988-89 ~F~~) (~i~:) 1990 ip ll ~ 

EC T~!~f~~A* ~ ~~~~:AjJ~~i~(,)~f~~; (1990-91LF~;~) (~i~:) 1992 ~p4 ~ 
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企業経営と情報管理　企業活動と情報管理（2）（1992年度）（共著）　1993年3月

企業の情報化とその実態　企業活動と情報管理（3）（1993年度）（共著）　1994年

　3月

企業経営と情報管理（改訂）企業活動と惰報管理（4）（1994年度）（共著）　1995

　年3月

EC統合とEC企業の国際競争力（1994～95年度）（単著）　1997年3月
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